
古賀市議 ぬま健司
２０１７年４月２９日（土）

リーパスプラザこが・１０３洋室

市政報告会

菜の花まつりの一コマ
３月１９日（日）

一般質問の一コマ
３月２１日（火）

①調べる
②伝える
③変える
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オープニング
コカリナの音色をお聞きください

ぬま健司の
市政報告

ビデオレターも見てください

フリートーク
おしゃべりタイムです

市政報告会のプログラム
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オープニング
コカリナの音色をお聞きください
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ぬま健司

市政報告



一般質問

中村市長と真剣に議論
「健康と地域」ビジョンを目指して

３月２１日の一般質問の記録パンフレット「提言詳報（第６弾）」を発行。本日お渡しします。
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情報は「まちづくりのビタミン剤」

ぬまけんの古賀市に乾杯
ビデオレター
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特定健診 500円
船原古墳広場 2600万円
宮地岳線跡地 1455万円

２０１７年度一般会計予算案
１９６億７３００万円（＋０．２％）

歳入 市税６７億６６００万円（＋１．２％）
地方交付税２９億７８００万円（△４．９％）
ふるさと応援寄付３億円見込み
市債１２億４７００万円（△３９％）
財政調整基金取り崩し８億５４００万円（３倍）

歳出 扶助費５５億９２００万円（＋６．９％）
公債費１３億６５００万円（＋１．８％）
投資的経費１５億１８００万円（△４１．７％）

３月定例議会のポイント
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３月定例議会のポイント

２０１７年度・平成２９年度予算のキーワード

「将来の布石となる事業」（２４件）

①健康、子育て

ワンコイン、骨髄ドナー補助、認定ども園、病児保育、

高校入学支度金拡充、（全小中学校全学年の３５人以下学級）

②環境

消化ガス発電、（バイオマス発電検討）

③防災

防災士育成、災害対策室設置

④観光

船原広場、観光拠点道の駅設置可能性調査

⑤インフラ

公共施設の維持・補修、路面空洞化調査、宮地岳線跡地着手

西
鉄
路
線
バ
ス
補
助
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に
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し
「
決
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」
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る
）

「
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案
」
は
継
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に
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を
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❶地域活性化プロジェクト

❷快適安心プロジェクト

❸子どもすこやかプロジェクト

❹暮らし支え合いプロジェクト

❺生涯活躍プロジェクト

後期基本計画重点プロジェクト
２０１７年～２０２１年

中村市長提案

❶健康で安心して暮らせるまち

❷子育て、子育ち、若者の希望

❸にぎわいと活力・農商工連携

❹防災・防犯・環境・平和

❺文化・スポーツ・生涯学習

❻計画的行財政運営・市民参画

健康と地域
ビジョン
（奴間健司提案）
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２０２５年問題への備え
健康寿命延伸都市こが
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地区担当保健師
地域づくり担当者
小学校の活用
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子どもの頃からの健康づくり
介護予防・認知症予防の徹底
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子どもの頃からの健康づくり
介護予防・認知症予防の徹底
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特定健診、がん検診の
受診率アプ



他の自治体と比較した
人口１０万人当たりの保健師の人数

①福岡県は全国４７都道府県で第３９位と少ない
②古賀市は福岡県内６０市町村で５３位と少ない

保健師の体制の強化・充実
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市内各地域の実情に応じた
健康づくり
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対象者の把握
訪問活動の徹底



保健師さんが健康指導

血圧、骨密度、
体組成を測定

①保健師から直接保健指導などを受けた市民は大変喜んでいる
②一方、保健師がどのような仕事をしているか知らない市民も多い
③他自治体で保健師の定期的訪問を受けていた市民が、古賀市に引っ越
してきて訪問がないため疑問を感じている市民も中にはいる

大切な公民館、集会所での活動
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小野小学校で全児童が骨密度などを測定（１２月１２日）
看護大学の協力で５年間に渡って継続記録
看護大、予防健診課、健康づくり推進員の共同作業

測定結果をお友達
と見せあいっこ

看護大学の支援が大きな力

大切な子どもの頃からの取り組み
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企業誘致推進本部

中村隆象市長の答弁

「検討体制を変えること
は考えていない」
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製造業、ものづくり力
食品加工業の比率
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工業出荷額は
県内９位
食品は
県内２位
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①企業誘致推進本部
②健康づくり推進本部
二つのエンジンで
古賀市の未来を切り拓く
医療・健康関連産業の誘致
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たったこれだけ！

地方創生加速化交付金
１０２５万２千円を
使って調べた結果報告
（４月２７日提出）

①新たな工業団地
②製造業の力をさらに
みがきあげる
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駅、市役所、サンコスモ、
スーパー、病院を結ぶ
小回りのきく交通手段
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赤字補てん方式（４１５２万１千円）
↓

公設・民間委託方式へ

公共交通は
まちづくりの血管
市が企画立案し、
民間に運転管理を
お願いする
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中村隆象市長の答弁

「発表会、報告会を行う
考えはない」

「全国でやっているとこ
ろは多くない」

「議会での吟味に精力を
注ぐ」
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中村隆象市長の答弁

「新たな作業がこれだけ
増えると職員のモチベー
ションが上がるものかど
うか」



まちづくりにも「定期健診」が必要
２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年 ２０２１年

市
民
満
足
度
調
査

市
民
満
足
度
調
査

ま
ち
の
姿
調
査

ま
ち
の
姿
調
査

ま
ち
の
姿
調
査

ま
ち
の
姿
調
査

ま
ち
の
姿
調
査

ま
ち
の
姿
調
査

ま
ち
の
姿
調
査

ま
ち
の
姿
調
査

基本計画の
検証に反映

実施計画
に反映 古賀市は２００７年に実施のみ
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市民の評価を定期的に
把握することが基本中
の基本
把握方法に工夫が必要



１９６０年代の岩手県沢内村の実践に学ぶ

「村民の生命を守るた
めには命を懸ける」
「国がやらないなら私
がやる」という政治理
念にもとづき医療費の
無料化を行った岩手県
沢内村の深沢晟雄（ふ
かさわ まさお）村長

沢内村の生命行政を
支えた保健師の活動

医療費無料化の後、
健康管理課（医師が
課長で保健師等で構
成）を設置し、村民
の健康データをすべ
て集め、医療費を削
減することができた乳児死亡率ゼロを達成した原動力が保健師

尊敬するリーダー



菅谷市長を表敬訪問
「市長は戦略を語り、肉づけは
職員が頑張ってくれる。あとは
ほめるだけ。」
「医療人としての視点」
「金太郎飴の政策。地方が国
を変える。地方から世界に発
信する。」
※市長学を学べたことは大き
な収穫だった。
２０１５年１０月２０日36

尊敬するリーダー

健康寿命延伸都市・松本
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ご質問
ご相談

ふれあい集会
ビデオ取材

ご意見
ご提案

６月定例議会の一般質問
６月１９日（月）、２０日（火）、２１日（水）

ぜひ傍聴にお越し下さい！

①調べる
②伝える
③変える


